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既存住宅改修事例における環境性能を考慮した 
設計手法の分析 
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In the building sector, we are faced with the situation that we are required to design the buildings with low 
carbon impacts to sustain our lives. Recently, using the simulation software in architectural design has been 
recognized as one of the strategies to realize the sustainable buildings. However, without understanding the 
principle of which environmental elements contribute to providing us the comfortable space with saving energy, 
the simulation has a possibility of causing an inappropriate architectural design. This paper clarifies what is the 
design strategies and their goals in the environmental design methods.  
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１． 研究背景・目的 
2011 年の東日本大震災以降、建築物における省エネル
ギー・環境配慮に対する要請は強まっている。2020 年に
は全新築建築物に対する省エネ基準適合義務化がなされ
る予定であるが、これはあくまで新築建築物に対するも
のである。国土交通省の報告 1)によれば、住宅ストック
5000 万戸のうち平成 11 年度基準（現基準と同等）を満
たしているのはわずか５％であり、これら既存ストック
の環境性能を改善していくことは、現在の日本が抱える
重要な課題のひとつと言える。そこで、本研究では、既
存住宅の改修時に環境性能の向上を意図している事例を
対象に、どのような建築的または設備的手法によって、
どのような環境要素（光・風・熱・エネルギー）の性能
向上を達成しているかを調査し、その傾向を分析する。
それにより、今後の住宅ストックを改修する際の環境性
能向上の一助とすることが目的である。 
 
２． 調査方法と分析対象 
（１）調査方法 
調査・分析方法については、川島による「日本におけ
る環境配慮型建築の設計プロセス」2)を参照した。十分
な情報が得られるものを対象に、改修事例の抽出を行っ
た。次に、抽出した改修事例に対し、資料内の記載内容
（本文中の文字記載、ダイアグラム、図面、図面中の文字
記載）に、環境性能向上を考慮したとされる設計手法を
抽出し、これらを「環境改修事例」と定義した。（以下、
環境改修事例） 
 
 
図１ 調査方法 
 
次に、環境改修事例において、どのような設計手法が
加えられたのか、また、それらの手法はどのような環境
的要素の向上を目指したのか、について分析を行った。
さらに、設計手法とそれらが目指す目的を分析し、事例
ごとのデータシートを作成した。 
 
 
図２ データシート 
 
（２）分析内容 / 適用範囲 
住宅における環境性能向上を目的とした改修手法の事
例を抽出する方法として、過去 17 年間に出版された、
住宅特集（新建築社）(2000 年 1 月～2017 年 8 月号) を、
対象として分析を行った。「改修、改装、改築、減築、
補修、リノベーション、リフォームのいずれかが行われ、
かつ、環境性能向上を目指した事例のうち、住宅用途を
含むプロジェクト」を参照した。 
(* ただし、以下の事例は、対象外とした。) 
・既存部分から独立した部分の増築・改築事例 
・既存部分に改修が行われていないもの 
・既存部分の改修であるか否かの判断が困難なもの 
改修事例数 272 件のうち、環境改修事例数 163 件だった。
この環境改修事例数を分析対象とした。 
 
３． 環境改修プロジェクト特性の傾向 
（１）竣工年別 / 掲載年別 
環境改修事例を、竣工年別、雑誌掲載年別に、それぞ
れ集計した。竣工年、掲載年別の統計からは、近年にな
るほど、事例数が、著しく増加していることがわかった。 
 
 
図３ 竣工年別 事例総数 
 
 
図４ 掲載年別 事例総数 
 
（２）築年数 
環境改修事例を、改修時の築年数別に集計し、2 つに
大別される分布があることがわかった。ひとつは、30-50
年であり、戸建住宅において施主が住宅の維持管理に意
欲を示した事例が多くみられた。したがって、建物形式、
規模との関連性があると推測できる。もうひとつは、100
年以上の事例も多くみられ、既存の構造体の保存・活用
を改修の動機とするものもみられた。 
 
図５ 改修時の築年数別 事例数  
 
 
図６ 改修時の築年数別 事例割合 
 
（３）建物形式 
環境改修事例数を、建物形式別に集計した。戸建住宅
が半数以上を占めていた。戸建住宅では、1 棟改修が主
流だが、部屋規模の改修もみられた。一方、集合住宅で
は、住戸規模の改修が主流であり 1 棟改修は、少数だっ
た。 
 
 
図７ 建物形式別 事例割合 
 
（４）建物規模 
環境改修事例を、延床面積別、建物階数別に、それぞ
れ集計した。延床面積別では、100 ㎡以上 300 ㎡未満が
半数を占めていた。 
 
 図８ 延床面積別 事例割合 
 
次に、建物階数別では、2 階建規模の事例数が多数だ
った。 
 
 
図９ 階数別 事例割合 
 
（５）構造 
環境改修事例を構造別に集計したところ、木造が多数
だった。 
 
図１０ 構造形式別 事例割合 
 
（６）設計者 
環境改修事例を、設計者別に集計したところ、アトリ
エ事務所の事例数が多数であり、住宅メーカーの事例は
無かった。 
 
 
図１１ 設計者別 事例割合 
 
（７）章結 
以上より、建物形式、規模、構造別の集計結果より、
建物形式は戸建住宅形式、規模は 2 階建、構造は木造の
環境改修事例が、本研究対象において大多数を占めるこ
とが明らかとなった。なお、本節での集計結果について
は、調査対象である住宅特集の編集内容による影響を受
けている可能性を留意する必要がある。 
 
４． 改修における環境改善手法の傾向 
（１）手法の分類 
環境改修手法について、以下の表を定義し、手法の分
類を行った。 
 
手法
大
分
類
中
分
類
該
当
手
法
増やす 開口の新設
減らす 開口を塞いで外壁にする
トップライト、内窓、ダブルサッシ
拡大 内窓
縮小 内窓
ガラス 遮光ガラス
サッシ 窓サッシ交換
軸状、4面採光、3面採光
外装材 反射性のある外装材を用いる
断熱材の挿入
設置 庇、外付けブラインド
撤去 庇、ベランダ
設置
内付けブラインド、カーテン、
ロールスクリーン
撤去 ―
設置 板戸、格子、カーテン
撤去 ―
設置 全艶塗装、白塗り仕上げ
撤去 ―
設置 家具、内壁トップライト、内壁開口
撤去 ―
屋根形状の変更
地形に沿う建物形状
気積拡大
屋根架構あらわし（天井材無し）
FL変更
気積維持
曲面天井、スキップフロア、ワンルーム化、
緩衝空間の設置、諸室の配置
気積分節 ワンルーム化 間仕切り型 / 分節型、入れ子
気積縮小 天井を仕上げる
露地 / 庭 / 中庭 / 空き地を配置
植栽、敷地境界
設
備
人工照明、機械換気、給湯、暖房
建
築
開
口
部
平
断
面
計
画
調
整
装
置
素材
形状
数
構成
間仕切り
マド内
マド外
空間計画
外
皮 壁体内素材
配置
窓の配置
小
分
類
建物外形
敷地計画(外構)
仕上げ
その他
方式
 
図１２ 手法の分類 
 
（２）手法の傾向 
前節での分類結果について、その傾向を分析した。さ
らに、中分類について、手法数の割合を示した。1 事例
に対して、平均 3.4 手法使われている傾向があることが
わかった。例えば、開口部の構成には内窓を採用し、調
整装置の仕上げとして、壁面に白艶塗装を、床面に有孔
素材の面材を採用するなどが該当する。 
 
 
図１３ 環境改修手法中分類 
 
 
図１４ 手法中分類の内訳 
 
（３）章結 
環境改修手法を分類することにより、建築的手法にお
いて、多用される手法は、開口部の構成、調整装置の仕
上げ、平断面計画の空間計画に分類される手法であるこ
とを明らかにした。さらに、これらの手法は、既存開口
部の位置・形状、素材の特性に依存する傾向があること
がわかった。 
 
５． 改修による環境改善目的の傾向 
（１）目的の分類 
環境改修手法による、環境性能向上の目的（以下、環
境改善目的）の分類を、光・風・熱・音環境と、エネル
ギーについて、「量・質・展開・外部」（ただし、エネ
ルギーは量のみ）と分類項目を定義した。 
 
1. 光 - 目的 -
大
分
類
増やす
維持する
減らす
上下階
同階内
屋外の反射光
屋外の日影
質
グレアを防ぐ
Visual comfort
眩しさを抑え、見やすさを確保
明暗デザイン
・明暗を均一 / 不均一（グラデーション）にする
・室用途に応じた明るさ/暗さの確保
・インテリア要素として用いる
屋外に日陰をもたらす
建物外部
室外の光を反射させる
展開
伸ばす / 広げる / 引き込む
反射 / 拡散 / 透過させる
内 --> 内
内 --> 外　室内光を外に漏らす
中
分
類
量
自然光導入量、人工照明を増やす
自然光入量、人工照明を維持する
自然光入量、人工照明を減らす
 
図１５ 光環境 目的分類 
 
2. 風 - 目的 -
大
分
類
増やす
維持する
減らす
風速
風向
上下階
同階内
風を引き込む
建物外部 外部空間の通風を確保する
中
分
類
内 --> 内
外 --> 内
風圧差をつくる
質
量
展開
適度な風速にする
ゆらぎのある風速・風向にする(風ムラ・涼感)
風をいきわたらせる
外気導入量(換気・通風量)を増やす
外気導入量(換気・通風量)を維持する
外気導入量(換気・通風量)を減らす
 
図１６ 風環境 目的分類 
 
3. 熱 - 目的 -
大
分
類
増やす
維持する（熱流出・流入をなくして熱量を維持する）
蓄える
減らす
外皮
内皮
設備
外皮
内皮
設備
外皮
内皮
設備
建物外部
展開
中
分
類
量
質
-
日射受熱量 / 内部発熱量を増やす、熱損失量を減らす
熱負荷をかける
(日射熱/内部発生熱を）蓄熱する
日射受熱量 / 内部発熱量を減らす、熱損失量を増やす
【温熱快適性】の整備、確保、向上
  Thermal comfort (for human)
快適な【温度・湿度】を実現をする
室内温度を均一にする / 温度ムラを無くす
熱を循環させる
【熱性能】の整備、向上、確保、防露
  Building performance (for Building)
熱性能の向上
 
図１７ 熱環境 目的分類 
 
4. - 目的 -
増やす
音量を一定に保つ
減らす 騒音の発生を抑制、騒音を遮音or吸音する
質 音響デザイン（音環境の確保）室用途に適した音量・明瞭・響きを確保する(寝室、ピアノ室、ホームシアター)
 内 --> 外 --> 内 音の回り込みを抑制する
反射音を抑制する（音を広がりを抑制）
音の透過を抑制する（各室間の音漏れを抑制）
固体音の対策 発生音の抑制  内 --> 内 衝撃音を抑制する（集住：上階の足音）
内 --> 外 内部発生音の漏れを抑制
外 --> 内 騒音の侵入抑制
空気音・固体音の対策
量
防
音
建物外部
(戸建)
-
-
大
分
類
展開
(同建物内
の住戸間)
Ex.集住
空気音の対策
 内 --> 内
遮音or吸音
中
分
類
 
図１８ 音環境 目的分類 
 
5. エネルギー - 目的 -
大
分
類
中
分
類
量 消費エネルギー量を減らす
質 -
展開 -
建物外部 -  
図１９ エネルギー環境 目的分類 
 
（２）目的の傾向 
まず、各環境（光・風・熱・音・エネルギー）に対す
る、環境改善目的（大分類）の総数を集計した。光環境
を基本に、1-2 環境要素が考慮される傾向を明らかにし
た。例えば、光と風、または、光と熱を考慮するという
傾向がみられた。 
 
 
図２０ 環境改善目的数（大分類） 
 
次に、前節での分類に基づき、環境改修手法に対する
環境改善目的数を集計した。各環境に共通して、「量・
質・展開・外部」の項目のうちのいずれか 1 つの項目が、
それぞれ突出して多い傾向を明らかにした。 
 
 
図２１ 環境改善目的数（量・質・展開・外部） 
 
環境改修手法に対する環境改善目的を建物形式別に集
計し、その該当手法総数を示した。集合住宅形式におい
ては、「量」ではなく、「展開」による性能向上を図る
傾向を明らかにした。 
 
 
図２２ 環境改善目的 x 建物形式 x 手法数 
 
（３）章結 
光・風環境における「量」による性能向上は、戸建住
宅形式と集合住宅形式に共通してみられることがわかっ
た。光・風・音環境では、「展開」、熱環境では、「質」
の項目の性能向上を目指して設計が行われている実態が
明らかとなった。 
 
６． 結論 
本研究は、既存住宅の環境性能向上を意図した改修事
例のプロジェクト特性を明らかにした上で、それらの事
例において、どのような建築的または設備的手法が採用
され、それがどのような環境要素の性能向上を達成して
いるかを分析し、その傾向を明らかにした。 
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